芸術科（音楽Ⅰ）　「知らない音楽」

「自分が好きな音楽」を持つことは、誰にとっても自然な営みである。同時に、私たちは「自分の知らない音楽」が世界中に存在していることを日常的に意識する機会が少ない。特に現代の音楽環境では、ストリーミングサービスやSNSなどのアルゴリズムによって、個人の嗜好に基づいた音楽が自動的に推薦される。この「パーソナライズ化された音楽体験」は利便性をもたらす一方で、音楽的出会いの幅を狭め、異文化理解や多様な感性の涵養を阻む可能性がある。本授業では、この現状に気づかせ、「知らない音楽」と出会う意義を主体的に考えることを目指した。
　授業の展開では、自分の好きな音楽を紹介する活動から始めた。自分たちの触れている音楽文化の共有から、まだ触れていない音楽、すなわち「知らない音楽」との出会い方に意識を向けさせた。デジタル時代において「知らない音楽」に出会うことは、単なる情報探索ではなく、自己理解と他者理解を深める創造的な学びの契機である。音楽を媒介としたこの探究的な対話が、生徒一人ひとりの音楽観を広げ、文化的共生社会を生きる力を養い、本校の目指す生徒エージェンシーへとつながることを期待している。

単元計画（3時間扱い）
第１次　自分の「好きな音楽」を紹介しよう（1時間）
　第２次　「好きな音楽」「知らない音楽」が生まれる仕組みを知ろう（1時間）
　　　　　みんなで「太平洋地域の音楽」について知ろう（1時間）

展開の実際
①本時（第２次）のねらい
　　　○自分を取り囲む「パーソナライズ化された音楽体験」に気づき、その仕組みを理解する。
○自分にとって未知の音楽文化（知らない音楽）を仲間とともに知っていく過程を体験する。
②本時の授業展開
	時間
	学習の流れと生徒の活動
	教員の指導と手立て

	1時間目
(10)
(20)








(10)






(10)


2時間目
(10)
(20)


(15)



	○私の好きな音楽を紹介しよう。
お互いの発表から考えたことを挙げてみよう。
・知っている/知らない曲や音楽があった。
○新しい音楽と出会う方法を考えてみよう
・同じアーティストを聴き続ける
・友達に勧められて
・流れてくる曲をとにかく聴く
エコーチェンバーについて知ろう。
・知らないうちに仕組みにハマっていた
・メリットとデメリットを知って使えば、悪いことでもない。
「太平洋地域の音楽」をみんなで知ろう。
○「太平洋」と聴いて思い浮かぶ地域
はどこだろう
・ハワイ・ニュージーランド・オーストラリア
○「太平洋地域の音楽」と聴いて思い浮かぶ音楽は？
・踊り・太鼓・ハワイアン（フラ）・ハカ
○ハワイの「真珠貝の歌」を歌ってみよう
・ハワイ語は初めて
・なぜ少しメロディが違うハワイ語と英語の曲があるんだろう。
○太平洋地域の音楽について調べよう
○調べたことを共有しよう
・初めて知ったことや見たものが多かった。
・初めてハワイ語で歌った。
○今日の授業を振り返ろう
・あなたにとって効果的だと思う「知らない音楽」と出会う方法は何ですか。
・今日の学習感想をフォームで回答する
	・前時紹介しきれなかった4人が発表し、生徒の意識を前時の活動と繋げた。
・前時で曲やアーティストが被ることはなかったクラスである。その多様性に気づかせ、自分の紹介した音楽に興味を持った人がいるという自己有用感にも気づかせたい。・聴き方の違いを否定的に捉えるのでなく、多様な方法があると肯定的に捉えさせた。・つぶやきの中にある素朴な感想や疑問を生徒と共有するように心がけた。
・エコーチェンバーは現象であり、仕組みを知り、特性を理解して使用することが大事であることを伝える。気づかないうちに嗜好がコントロールされる現代社会の一側面を意識できるようになることが重要である。そのためにも自分ごとから始まる思考を大切にしたい。
・太平洋は知っているようで知らないことの多い地域である。そこに気づかせ、地域や音楽について知る動機づけとした。・仲間とともに歌唱表現に浸る時間を大切にする。表現と思考は学習活動の両輪である。・教師のウクレレ弾き歌いに合わせ、ハワイ語の歌唱から始め、身体に音楽が馴染むまで繰り返した。その後、英語で歌唱する。演奏の感触から、旋律の違いや歌詞の意味、成立背景に意識を向けさせようとしたが、ウクレレの演奏に関心が向く生徒が多かった。
・調べて終わりではなく、自分や仲間の調べた情報を重ね合わせる中で、何がわかるか/わからないかを大事にした。・ネットで得られる情報だけでなく、書籍・雑誌・新聞記事なども提示し、活用できるようにした。（学校図書館との連携）
・調べる中で自然に起こる生徒間の対話を大切にする。特に自分の経験を語り出した時は、無理のない範囲で共有をし、共感的理解の場とする。正解を求めることも大事だが、互いに意見を出し合い考えていく過程を味わうことを大切にした。



授業を終えて 
授業後のフォームの回答からは、現代特有の「フィルターバブル（情報の偏り）」を自覚し、受動的な鑑賞態度から脱け出し、主体的に音楽文化と関わろうとする生徒エージェンシーの萌芽が読み取れた。生徒たちは、アルゴリズムによって最適化された狭い音楽の世界を乗り越えるため、「人」「テクノロジー」「環境」の三つの側面から自らの行動を変容させようとしている。
第一に、他者との協働を通じたエージェンシーの発揮である。多くの生徒が「趣味が異なる他者」との対話を、未知の世界への最短ルートと捉えている。ネット検索の無機質な情報よりも、友人の思いのこもった語りや共有体験を重視する姿勢は、他者との差異を尊重し、相互の関わり合いの中で自らの価値観を広げていこうとする共同主体性の表れである。単なる情報交換にとどまらず、他者を「新しい世界への扉」として、対話を通じて自己の殻を破ろうとする意志が見られた。
第二に、テクノロジーに対する主体的な制御である。生徒たちはAIやアルゴリズムの特性を理解した上で、「今の好みと真逆の曲を提案させる」「意図的な検索で傾向を外す」など、システムを逆手に取る工夫を見出した。一部の生徒からはAIへの依存がもたらす閉鎖性を危惧する声も上がり、デジタル環境に流されるのではなく、自らの学習目的のためにツールを批判的に使いこなすようなメディアリテラシーと主体性の発揮が読み取れる。
第三に、体験を通じた文脈へのアクセスである。旅行や公共施設の活用など、身体的な移動を伴う出会いの価値を再評価する意見が挙がった。音楽を単なる消費コンテンツとしてではなく、その背景にある歴史や文化（コンテクスト）とセットで体験しようとする態度は、学びを自らの人生や社会と結びつける深い探究心に基づいている。
以上のことから、本実践を通じて生徒たちは、情報の「受け手」から、自らの意志で文化的視野を拡張する「自律した学習者」へと変容しつつある。未知の音楽との出会いを自らデザインし、多様な文化に対して開かれた態度を形成しようとする彼らの姿は、予測困難な社会を生き抜くために必要なエージェンシーそのものであると評価できる。
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